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鹿児島県内出土の耳栓状土製品集成

南の縄文調査室
Assembly of earthen earrings of Kagoshima Prefecture excavated 

Department to investigate the south of the Jomon

要旨

　上野原遺跡発掘調査以来 30 周年を記念した企画展に伴い，鹿児島県内のアカホヤ火山灰下位から出土した縄文時

代の耳栓状土製品の再集成を行った。新しく２遺跡４点の資料が追加された。

キーワード　　アカホヤ下位，耳栓状土製品

１　はじめに

　上野原縄文の森展示館では，平成 28 年４月 22 日から

７月３日まで，上野原遺跡発掘調査開始（昭和 61（1986）

年）以来 30 周年を記念した企画展「上野原の時代～縄

文の美と技　そして謎」を開催した。その際，上野原遺

跡で出土した耳栓状土製品を展示するとともに，鹿児島

県内のアカホヤ火山灰下位から出土した縄文時代の耳栓

状土製品を集め，参考資料として展示した。

　耳栓状土製品の集成については，以前，『鳴野原遺跡

Ｂ地点』（鹿児島県立埋蔵文化財センター 2012）の総括

（p.270 ～ p.272）のなかで集成が行われているが，今回

の展示に伴い再集成を行ったところ新たな資料の追加が

みられたため本稿で報告する。

２　集成の方法

　今回取り扱う資料は鹿児島県内のアカホヤ火山灰下位

から出土した縄文時代の耳栓状土製品で，「耳栓」や「土

製耳飾り」等とも呼ばれるが，本稿では耳栓状土製品と

して総称する。なお，小牧古墳群については現在発掘調

査中で未報告の資料であるため，遺跡位置図と一覧表に

は掲載したが，実測図や詳細なデータについては割愛す

る。今後の整理作業の成果を待ちたい。

　基礎的なデータとしては文様，同時期とされる平栫式

土器・塞ノ神式土器の出土状況をまとめた。また，分類

については『鳴野原遺跡Ｂ地点』の分類に当てはめ，形（臼

形，鼓形，滑車形）と孔の有無に注目して分類し，さら

に文様や赤彩などの装飾についても明記した。

1  石坂上遺跡（南九州市）

2  下田遺跡（志布志市）

3  出水平遺跡（曽於市）

4  陣之尾遺跡（伊佐市）

5  城ヶ尾遺跡（霧島市）

6  堂園平遺跡（日置市）

7  諏訪前遺跡（南さつま市）

8  上野原遺跡（霧島市）

11  西垂水遺跡（南九州市）

12  鳴野原 B 遺跡（南九州市）

13  石打遺跡（湧水町）

14  横堀遺跡（志布志市）

15  山口遺跡（薩摩川内市）

16  小牧古墳群（志布志市）

10  宮ヶ原遺跡（曽於市）

9  三角山Ⅱ遺跡（中種子町）

第１図　耳栓状土製品が出土した遺跡の位置 （鹿児島県内）



形態分類

形 平栫式 塞ノ神式 塞ノ神壺

3 p.138  10 沈線文 滑車形

6 p.138  11 刺突連点文 滑車形

② 下田遺跡
志布志市
志布志町

9 志布志町（22） p.55　第36図196
沈線文・

刺突連点文
滑車形 ○ ○ ○

③ 出水平遺跡
曽於市大隅

町
12 県埋セ（43） p.42　第28図256 曲線文 滑車形 - ○ ○

36 p.27　第21図42 沈線文・刻目 滑車形

37 p.27　第21図43 沈線文・刻目 滑車形

7 p.77　第301図16 刻目 滑車形 赤色顔料塗布

5 p.77　第301図17 無文 滑車形

4 p.77　第301図18 無文 滑車形

⑥ 堂園平遺跡
日置市

東市来町
11 県埋セ（104） p.121　第88図346 無文 滑車形 - ○ ○

⑦ 諏訪前遺跡
南さつま市
金峰町

1 県埋セ（112） p.215　第16図147 無文 鼓形 - - -

10 p.144　第104図1
沈線文・

刺突連点文
滑車形 赤色顔料塗布

13 p.144　第104図2 無文 滑車形

21 p.145　第105図3
刺突文・沈線

文
滑車形 赤色顔料塗布

20 p.145　第105図4
刺突文・沈線

文
滑車形

18 p.145　第105図5 無文 滑車形

16 p.146　第106図6
刺突文・沈線

文
滑車形

17 p.146　第106図7
刺突文・沈線

文
滑車形

19 p.146　第106図8
刺突文・沈線

文
滑車形

31 p.146　第106図9 沈線文 滑車形

14 p.146　第106図10 沈線文 滑車形

15 p.146　第106図11
刺突文・沈線

文
滑車形

29 p.146　第106図12
刺突文・沈線

文
滑車形

24 p.146　第106図13
刺突文・沈線

文
滑車形

26 p.147　第107図14
刺突文・沈線

文
滑車形 赤色顔料塗布

27 p.147　第107図15
刺突文・沈線

文
滑車形

28 p.147　第107図16
刺突文・沈線

文
滑車形

30 p.147　第107図17
刺突文・沈線

文
滑車形

23 p.147　第107図18 無文 鼓形

35 p.147　第107図19 刻目 滑車形

⑨ 三角山Ⅱ遺跡 中種子町 25 県埋セ（63） p.70　第55図185 無文 - ○ ○

⑩ 宮ヶ原遺跡
曽於市大隅

町
33 県埋セ（173） p.78　第57図406 無文 臼形 ○ ○ ○

22 p.63　第47図1 無文 臼形

38 p.63　第47図2 細線刻 滑車形

32 p.63　第47図3 細線刻 滑車形

39 p.63　第47図4 縁に刺突 滑車形

⑫ 鳴野原B遺跡
南九州市
川辺町

2 県埋セ（171） p.229　第247図65 無文 鼓形 - ○ ○

⑬ 石打遺跡
姶良郡湧水

町
40 吉松町（4） p.194　第159図91 沈線文 滑車形 - ○ ○

円盤状有孔土
製品想定

⑭ 横堀遺跡
志布志市
有明町

8 有明町（8） p.131　第Ⅵ.96図617 無文 滑車形 - ○ ○

⑮ 山口遺跡
薩摩川内市

都町
34 県埋セ（179） p.65　第52図211 無文 鼓形 ○ ○ - 孔不明

刺突文・沈線
文

滑車形

刺突文・沈線
文

滑車形

刺突文・沈線
文

滑車形

土器

- ○ ○

○ ○ ○

-

○

霧島市国分

西垂水遺跡
南九州市
知覧町

-

○

○

-

県埋セ（28）

知覧町（8）

県内出土の耳栓状土製品一覧表

ミニチュア土器

小牧
古墳群

志布志市
志布志町

平成２７年度発
掘調査で出土。
報告書未刊行。

地図
番号

①

④

⑪

報告書№

伊佐市
大口篠原

同一個体の可
能性

城ヶ尾遺跡
霧島市福山

町

⑧ 上野原遺跡

※河口貞徳1982「石坂上遺跡」『知覧町郷土史』に掲載。

⑤

遺物番号 文様 備考

石坂上遺跡
南九州市
知覧町

遺跡名 所在地
実測図
番号

陣之尾遺跡 県埋セ（134）

県埋セ（60）

知覧町郷土史※

⑯
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第２図　鹿児島県内出土の耳栓状土製品 （１）

※実測図の番号は一覧表内の実測図番号と一致する

２　鳴野原Ｂ１　諏訪前

３　石坂上 ５　城ヶ尾

７　城ヶ尾 ８　横堀

４　城ヶ尾

６　石坂上

９　下田 10　上野原 11　堂園平

12　出水平

17　上野原
16　上野原

15　上野原14　上野原

20　上野原19　上野原

21　上野原

13　上野原

18　上野原
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型

鼓
型

滑
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型

そ
の
他

第３図　鹿児島県内出土の耳栓状土製品 （２）

※実測図の番号は一覧表内の実測図番号と一致する

22　西垂水

23　上野原

37　陣之尾

36　陣之尾
35　上野原

39　西垂水

38　西垂水

40　石打

24　上野原　 25　三角山Ⅱ

27　上野原 28　上野原 29　上野原

26　上野原

31　上野原

30　上野原

32　西垂水 33　宮ヶ原

34　山口
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